日本占領期ジャワにおける在留邦人の衛生問題　―『ジャワ新聞』連載記事「熱地衛生問答」の計量テキスト分析 by 小林 和夫 & Kazuo KOBAYASHI








































































































































順位 費目 計上額（ギルダー） 全予算割合（%)）
1. 物資配給諸費 35,453,160 20.29
2. 地方行政費 32,101,020 18.37
3. 警察費 12,143,004 6.95
4. 中央行政費 10,191,500 5.83
5. 土木営繕費 9,968,000 5.70
6. 森林費 9,398,980 5.38
7. 教育費 9,356,230 5.35
8. 専売事業費 8,129,260 4.65
9. 衛生費 7,259,455 4.15
10. 行刑費 7,205,940 4.12
11. 徴税費 5,580,220 3.19
12. 裁判費 4,243,230 2.43
13. 産業費 4,202,864 2.40
14. 鉱業事業費 2,932,640 1.68
15. 港湾費 2,419,430 1.38
16. 官営農業費 1,950,965 1.12
17. 財務費 1,370,160 0.78
18. 諸行政費 448,820 0.26
19. 気象観測費 403,360 0.23
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疾病に罹患した者が 133 名と全体の 23.5%に及んでいる。さらに 1年以上の






Rijksarchief and MMF publications 5179-14）5。さらに，ペストをはじめとす
る伝染病が発生すると，「会報」を発行して邦人に場所などを告知したうえで，




予備費を除く全 19 費目のなかで 9番目に多く計上されている。ジャワ軍政
の一般予算に占める衛生費の相対的な支出額の多さからみても，ジャワでは
衛生の確立が大きな課題であったことを証明している。













　『ジャワ新聞』は 1943 年 1月 4日から 2月 14 日にかけて「熱地衛生問答」 
と題する連載記事を掲載した。陣中紙的性格をもった『うなばら』廃刊後，
『ジャワ新聞』は日本占領期のジャワで唯一発行された邦語紙 6であり，1942
年 12 月 8日から 1945 年 9月 25 日まで刊行された .
　「熱地衛生問答」は，「熱地馴化」「防疫」「重要疾病ノ認識」（以下，「重要




けて KH Coderによる分析を行なう 7。分析にあたっては，抽出する品詞を
名詞に特定した。



























回数 日付 見出し 項目
1. 1943.1.4 「熱地衛生とは」 熱地訓化
2. 1943.1.5 「熱地に馴化せよ」






































抽出語 頻度 抽出語 頻度 抽出語 頻度
熱地 51 伝染 25 ペスト 23
人 30 蚊 23 症状 16
体 19 コンドーム 19 梅毒 13
必要 18 病気 17 皮膚 10
ジャワ 14 病原 17 ジャワ 9
衛生 14 患者 16 菌 9
作業 14 人 15 鼠 9
日光 13 女 12 病気 9
皮膚 13 星秘膏 12 注意 8
冷水 13 経路 11 熱 8
気象 12 前 11 予防 8
内地 12 性病 10 感染 7
病気 12 保菌者 10 結核 7
運動 11 予防 10 熱帯 7
時間 10 ジャワ 9 蚤 7
婦人 10 マラリア 9 発疹 7
マンデー 9 花柳病 9
健康 9 菌 9
場合 9 伝染病 9





































新聞 1943.1.23 ～ 2.6）。「防疫」とは「爪哇ニ多イ重要ナ病気中，染ル病気カ
ラ身ヲ防護スルニハドウシタラヨイカ」（治第 1602 部隊〔い〕n/d：3）とい


















病名 西部ジャワ 中部ジャワ 東部ジャワ 合計
腸チフス 1,222 1,048 715 2,985
パラチフス 211 42 26 279
赤痢 964 193 110 1,267
ジフテリア 238 318 221 777





















人 .111 伝染 .140  症状 .137
体 .082 病原 .099 ペスト .128
日光 .060 病気 .096 皮膚 .074
皮膚 .058 コンドーム .093 菌 .069
気象 .055 蚊 .091 予防 .067
作業 .055 患者 .083 注意 .066
内地 .054 経路 .078 熱 .063
冷水 .050 女 .076 ジャワ .062
衛生 .049 性病 .064 感染 .061
運動 .045 マラリア .063 梅毒 .061
睡眠 .040 保菌 .057 病気 .060
一般 .039 ジャワ .057 熱帯 .056
婦人 .034 伝染病 .056 膿 .055
程度 .035 手 .054 発熱 .055
減退 .034 予防 .054 血液 .053
　　　　　　　注：数値は Jaccard係数。
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　表 3に示した語が，抽出の頻度によるものであったのに対して，表 5は各
項目の特徴語を Jaccard係数にしたがって配置しなおしている。Jaccard係数
は，文書中にあらわれた 1語の単純な出現頻度ではなく，2語（語 Aと語 B）
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地馴化」や「防疫」と比較して，定型的な語群として反映された理由と考え
られる。
図 3　「熱地馴化」の共起ネットワーク（Jaccard 係数は最小で 0.166）
（ 30 ）
図 4　「防疫」の共起ネットワーク（Jaccard 係数は最小で 0.200）
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生問答」の記述内容全体を可視化・構造化するものであり，本稿のこれまで
の分析のまとめと位置づけられる。以下に対応分析の結果を示そう。
　図 6は，「熱地衛生問答」を構成する 3項目のうち「熱地馴化」を JS_1，「防
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［注］
1　 オランダ統治期の医療・衛生政策については以下を参照（Netherlands Indies 












5　 5179-13 は閲覧したマイクロフィッシュの整理番号である。5173 は目録番号を，13
はフィッシュ番号を示す。以下，同じ。
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『ジャワ年鑑（昭和 19年）紀元二千六百四年』ビブリオ）。
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